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健康長寿に係るイチオシ事業 

入間市 
～トレーニング室利用における体力測定～ 

 

(１) 事業概要 

入間市では、平成１５年４月から保健・医療・福祉の機能を一体的に推進する施設 

 として入間市健康福祉センターを設立し、その一つとしてトレーニング室が設置されて 

 いる。 

安全に利用していただくために初回に問診・体力測定を実施し、個々の体力に合わせ

た運動処方を行い、トレーニングメニューを提供している。利用者は毎回、血圧・体重

などを測定し自主的な取組みとして利用している。 

  また、これまでにトレーニング室の利用と併せた健康教室を様々実施しており、現在 

は特定保健指導等での利用を促している。 

  トレーニング室利用における体力測定ではあるが、生活習慣病に関する講話を盛り込

み、運動の動機づけと継続的な運動習慣へのアプローチになっている。 

年々、高齢者の利用が増え続け生活習慣病予防や介護予防の取組みの一つとして市民

の健康づくりの維持・向上のための場として大きな役割を担っていると言える。 

 

(２) 契機 

(ア) 高齢化率の上昇 

入間市の６５歳以上高齢化率は、２８.８％（令和元年１２月現在）となっており、 

毎月、０.１％ずつ高くなっている。更なる高齢化に伴い、健康づくりや介護予防の

推進など、健康長寿を目指した取り組みが重要と言える。 

 

(イ) 健康福祉センター設立 

これまでは保健センターの機能のみの施設であったが、平成１５年度に保健・医

療・福祉の機能を一体的に推進する施設として入間市健康福祉センターが設立し、保

健指導から運動の推進へとつながるトレーニング室を設置した。 
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(３) 内容 

 

(ア) 問診票、身体測定（身長、体重、血圧、BMI、体脂肪率） 

問診票により、既往歴、運動歴、簡単な栄養調査を記入した上で、身体測定を行う。 

 

(イ) 体力測定・評価 

全７種目の体力測 

定（握力、垂直飛び、 

長座位体前屈、自転 

車エルゴメーター、 

全身反応時間、腹筋、 

閉眼片足立ち）を実 

施し、体力要素別に 

５段階評価を行い、 

どの体力要素が低下 

しているのか分かり 

やすく表示し、個々 

の状態にあわせたコ 

メントをつけてフィードバックをする。 

事業名 トレーニング室利用における体力測定 

事業開始 平成１５年４月 

事業概要 

トレーニング室を利用するにあたり、問診票・体力測定を実施し、 

個々の体力にあったトレーニングメニューを提供している。また、 

運動の動機づけと運動習慣に関するアプローチを行い、個々の取組 

みを支援することを目的とする。更に、生活習慣病予防に関する知 

識の普及啓発を図り、健康づくりの推進や介護予防の一環として自 

主的な活動を促す。 

  

 令和元年度 【参考】平成３０年度 

予 算 

２７４万円 

・委託料    １１８万円 

・消耗品費     ５万円 

・システム保守等１５１万円 

(※トレーニング室委託料を除く） 

２４３万円  

・委託料     ８８万円 

・測定機器保守   ２万円 

 ・消耗品費     ５万円 

 ・システム保守等１４８万円  

(※トレーニング室委託料を除く) 

参加人数 
１，０００人 

・年間延べ利用者数 100,000 人 

１,０２０人 

・年間延べ利用者数 98,153 人 

期 間 平成３１年４月～令和２年３月 平成３０年４月～平成３１年３月 

回  数 体力測定 ２６０回/年 体力測定 ２６７回/年 
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(ウ) トレーニングメニューの作成 

      体力測定の結果から、個々の体力に合わせトレーニングメニューを提供してい 

る。 

また、長期継続者(利用 

   者）についてはトレーニン 

グメニューのカードの色を 

変え、利用者のモチベーシ 

ョンを高めている。 

（参考） 

500 回以上の利用者: 緑 

  1,000 回以上の利用者：薄黄 

  1,500 回以上の利用者：ﾋﾟﾝｸ 

  2,000 回以上の利用者：ｵﾚﾝｼﾞ 

  2,500 回以上の利用者：白 

 

(エ) 個別栄養相談の実施 

トレーニング室利用者の中で、栄養相談を希望する方に対し管理栄養士による栄養

相談を実施している。 

 

(オ) 疾患のある方への個別対応 

    問診票の既往歴により、心疾患・脳血管疾患・不整脈等で通院している方に対し、 

安全にトレーニングを実施してもらうために、担当の医師から「診療情報提供書」 

の提出により、医師の処方のもとトレーニングを実施している。 

 

(カ) 再測定の実施 

体力測定の再測定を希望する方に対し、再測定を実施している。 

 

（キ） 参考資料配布 

    自宅でもできるようにストレッチ体操、バランスボール、筋力トレーニングなどの 

資料の作成し、希望者へ配布している。 

 

(４) 事業効果 

(ア) 利用者の集計 

a ）初回来館者 

  初回の来館者は女性が多い。 

ｂ）年間利用者の割合(６５歳以上別) 

  高齢化率と共に６５歳以上の利用者が 

増えてきている。登録者数は女性が多か 

ったのに対し、継続利用者は男性が年々 

増え続けている。中でも６５歳以上の男性の利用者が増え続けており、男性の高 

齢者の通いの場の一つになっている。 

男性

11,060

名, 

45.3％

女性

13,352

名, 

54.7％

初回来館者（H15～H30）16年間
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(５) 成功の要因、創意工夫した点 

(ア) 利用者の自主的・継続的な活動の場となっている 

トレーニング室は、利用の用途に応じて１回券・回数券・定期券などを購入し、 

   利用している。 

 

(イ) 目標が明記されている 

個々の体力に合わせ目標体重、目標心拍数、負荷、回数、注意事項などが明記され

ており、高齢者でも安心して取り組める内容を提供している。 

 

(ウ) 介護予防事業との連携事業 

    当施設で介護保険課による住民主体の通所型サービス事業を行っている。そのプロ

グラムの一つとして、トレーニング室利用を年６回実施しており、健康づくりと介護

予防の一体的な取組みを推進している。 

 

(６) 課題、次年度に向けて 

(ア) 生活習慣病の予防効果が見えにくい 

過去に健康教室（トレーニング室・体力測定と連携事業）で改善された数値（血液

データ、血圧、体重、体脂肪率、BMI、体力測定値など）等の報告は行っているが、

継続的に維持されているかまでの検証を行うことは難しい。 

 

(イ) 医療費抑制効果が見えにくい 

トレーニング室の継続利用者に対し、医療費の比較検証などを行えるとよいが、調

査・検証は大きな課題である。 

 

(ウ) 参加者数の増加に伴う対策 

トレーニング室の利用者は、年々、増え続けており、限られたスペースの中で安全

に利用してもらうための対策が必要となってくる。 
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(７) 健康寿命 

年度 男 順位 女 順位 

Ｈ２９ １８．１６ ３位 ２０．８５ ６位 

Ｈ２８ １８．０５ ４位 ２０．７０ ９位 

 


